
富山県消費者協会の「エシカル消費」推進の取組み 

 

〇消費生活研究グループの日常活動における取組み 

～身近なエコライフの普及啓発～ 

 

 ＜古着等を活用したリフォーム＞    ＜マイバッグの作成普及 

―古傘のリサイクル＞ 

                     ～若い人や男性にも利用しやす

いよう、小ぶりのものも～ 

 

 

＜割箸を回収、ＥＭぼかし菌で洗浄し、紙の原料としてリサイクル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇食品ロス削減の取組み 

 

 

＜サルベージパーティーへの参加（2017年 12月）＞ 

 

 

＜エコクッキング研修会（2018年 12月）＞  ＜食品ロス削減に関する事業者

との意見交換会＞ 

 



〇エシカル消費の普及啓発 

 

 

 

 

 

 

      

          

 

 

 

 

 

 

 

＜多様な主体による連携強化・発展型の消費者教育強化事業＞ 

 地域での見守り活動推進実行委員会が、富山市蜷川小学校で 

 開催したエシカル消費の学習会（2019年 11月） 

＜エシカル消費の推進に関する事業者との意見交換会＞ 

 2019年 2月 

 



〇アンケート調査と調査結果を踏まえた実践活動 

 エシカル消費につながるアンケート調査を実施し、分析結果を踏まえて、提言

や実践活動につなげています。 

 
 

＊食品ロス削減 

 

 



 

 
 

           ⇒つい、買い過ぎてしまうのですね。 

 

 
 

            ⇒まず、実態を知ることですね。 



 

 
 

＊エシカル消費 

 

 
 

 



 

 
 

      ⇒マイバッグ持参など心がけている人は多いが、 

被災地応援消費などは、これからですね。 

 

 
         ⇒やはり、学習し、意識を変えていくことが大切です。 



 

 
 

         ⇒分かりやすい表示を望む声が多いです。 

 

 
          ⇒行政には、継続的な普及啓発活動を望む声が多いです。 

 



 

 
 

＊プラスチックごみ問題 

 

 
 

 



 

 
 

   ⇒富山湾の海洋漂流物が県内由来のものと認識している人が少ないです。 

 

 
 

       ⇒海岸清掃活動は、これからです。 



 

 
 

      ⇒使い捨てプラスチックを使わない、もらわないことも大切です。 

 

 
 

    ⇒消費者と事業者が協働して取組むことが大切です。 



 
  ⇒やはり、行政には、継続的な啓発普及を望む声が多いです。 

 

＊平成 20年 4月に、レジ袋無料配布廃止を全国に先駆けて実現できた 

 要因は、消費者、事業者、行政が連携協力できたからです。 

 エシカル消費の推進についても、三者のパートナーシップが大切です。 

 



 
 

 


